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1.　研究の背景と目的
　古代から中日間で文化の交流が頻繁に行われて
きた．1972 年 9 月の中日国交回復以来，両国の
関係が改善され，交流が再開した．特に近年，中
国は経済発展と規制緩和により，アウトバウンド
観光が大きく発展しており，日本を訪れる中国人
観光客も著しく増加している．1200 年以上の歴
史を持ち，日本を代表する観光地である京都は，
中国人観光客にも人気がある．これまで，中国人
観光客は日本製品を買い求める目的で京都を訪れ
ていたが，徐々に文化体験型の旅行へと目的が変
わりつつあることも分かった．
　その文化体験の 1 つが「きもの体験」である．
中国人観光客が京都観光する際に，きもの体験は
観光の重要な要素であり，日本の伝統文化を会得
する為の重要な手段だと言える．現在の日本では，
多数の地域できものレンタルが始まっている．川
越，浅草，鎌倉，京都のような古い町並みの中で
は，きものレンタル店舗がよく見え映る．しかし
ながら，他地域と比べて店舗数が多く，対応言語
数が多いのが京都の「きもの体験」の特徴であり，
他の町とは一線を画している．
　中国の旅行口コミサイトで京都のページを開く
と，きもの姿の写真が多く見られる．実際に京都
の町を歩いていると，きもの姿の観光客から，中
国語がよく聞こえる．来日中国人観光客のきもの
体験要求は高く，体験者人数も多い．中国人観光
客は日本人観光客がきものを着ている様子を見て
きもの体験をするようになったのか，あるいは中
国においてもこのような民族衣装体験をしていた
のか，中国以外の他の国からの観光客も京都でき
もの体験するのか，について考察してみたい．
　本研究では，来日中国人観光客を中心とし，「き
もの体験」というサービスがどのように認識され
ているかを分析し，きもの体験者がどのように観
光しているかについて明らかにする．具体的には，
京都における中国人観光客のきもの体験行動の調
査を通して，きもの体験の実態を把握し，中国人
体験者は「きもの体験」に何を求めているのか，
体験時にどのような行動をしているかを調査し明
らかにする．また，関連文献が少ない為，京都に
おける中国人きもの体験者の行動実態を同行調査
してシナリオ化し，京都における「きもの体験」
が成功した理由について考察する．
2.　研究の方法と手続き
　先行研究と文献を整理した上で，変身と民族衣
装体験，京都観光における「きもの体験」の発展
と意味などについて把握する．次に，現地調査を
通して，中国人を中心としたきもの体験者の実態
と動向をまとめる．現地調査はアンケート調査，
聞き取り調査，同行観察調査などの方法で実施し
た．最後に，整理した先行研究や文献資料と現地
調査の結果に基づき，中国人体験者がきものレン
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タル体験に求めるもの，「きもの体験」が京都を
訪れる中国人の中で流行している理由，京都でき
もの体験ビジネスが成功した理由を導き出し，結
論を得た．
3.　研究の概要
　本研究は 5 章で構成されている．
　第 1 章では，研究の背景と目的，手続きなどを
述べた．
　第 2 章では，京都観光におけるきもの体験の発
展と経緯について述べた．また，京都きもの店舗
のホームページを確認し，店舗の分布と特徴をま
とめた．京都に訪れる観光客に「きもの体験」が
流行し，観光客の需要に応える為に，きものレン
タルサービスに変化が生じた．その影響は，提供
されるきもの品質に幅が出るとともに，観光客が
選べるきもののタイプも振袖や婚礼衣装などにま
で広がってきた．
　第 3 章では，「きもの体験についての認識」「来
京観光客のきもの体験意欲」「京都におけるきも
の体験サービスの魅力」などのきもの体験の実態
について，把握した．文献調査とアンケート調査
を分析し，きもの体験はコスプレではないと分
かった．衣装は目で見るより，実際に「衣装を着
る」方がその文化を良く理解できる．また，衣装
は，文化の 1 つであるだけでなく，デザインによっ
て綺麗かどうかを判断されるという特徴がある．
そのため，きもの体験者はきものという綺麗な衣
装に自分が似合うことを嬉しく感じることができ
る．来日経験別に見ると，来日経験がある観光客
のきもの体験者比率と意欲は，来日経験がない観
光客のきもの体験者比率と意欲より高い．この結
果から，京都はきもの体験者にとって特別な気持
ちになる場所であることが分かる．京都には古い
町並みが多く，他地域よりもきもの姿が似合う．
他地域の民族衣装体験と比べて「アプローチのし
易さ」「サービスの良さ」（服の質，着付け，接客
対応など）が京都のきもの体験の魅力であること
が分かった．
　第 4 章では，中国人体験者が実際にどのような
行動をしているか明らかにする為，3 人の中国人
きもの体験者を対象として同行観察調査を行っ
た．また，中国人観光客におけるきもの体験の予
約から返却までの実態を把握する為に，きものレ
ンタル店で 10 組に対して聞き取り調査を行った．
社寺仏閣が好まれ，体験時間が長いこと，民族衣
装文化体験としてのきもの体験をした観光客は日
本文化への興味が見られ，日本に興味を持った観
光客がいることが確認できた．体験の感想を聞き，
きもの体験者はきものを体験することで，日本の
文化を実感し，観光を楽しんでいることが分かる．
再体験したい場合の主な理由は「違うデザインに
したい」となり，再体験時期は春と秋にきものを
着たいと考える人が多い．それは，きものを綺麗
な服として捉え，綺麗な服を着た写真を撮りたい
という思いがあるからである．今回の研究調査を
通して，「中国 ICT と SNS の活用」と「中国人
撮影スタジオとの協働」と「団体体験者への特別
対応」があることが分かった．
　第 5 章では，結論として本研究をまとめた． 
4.　結論
　京都では，民族衣装体験の 1 つであるきもの体
験が「実行のし易さ」と「高真正性」という魅力
により，観光者に人気があり，近年急速に店舗が
増えてきた．外国人観光者は日本人観光者がきも
のを着ているから真似をして体験するのではな
く，きもの体験を文化体験だと認識して体験して
いる．きものを着ることで，日本の衣装文化を実
感する．また，きものを着ている自分が美しくなっ
て，嬉しいと感じ，きもの体験に惹かれる．特に
社寺仏閣が集まり歴史のある京都でのきもの体験
の希望は，他地域よりも高い．
　経済発展と規制緩和により，急激に増加してい
る訪日中国人観光客の中に，「きものを着て，長
時間にわたり社寺仏閣で写真を撮りながら，観光
する」ことが流行している．その理由は，中国に
おいて ICT や SNS が発展し，レンタルきものが
利用しやすいからだけでなく，中国人が介在して，
母国語対応などのサービス提供の仕組みが整って
いるからである．つまり，自国で体験するように
利用できる体験サービスの仕組みが整えば，他の
国の人の中でも体験が盛んになる可能性がある．
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